
令和5年度 第3回

都市セミナー

「ゼロカーボンシティ福岡の実現に向けた取組み」
猛暑や豪雨など地球温暖化の影響が世界各地で深刻化する中、脱炭素やSDGsの視点を社会や事業

活動、日常生活に取り込み、行動変容を実践していくことが求められています。

今回の都市セミナーでは、ライフスタイルやビジネススタイルの転換、再生可能エネルギーの利用拡大など、

「ゼロカーボンシティ福岡」の実現に向けての取組みや課題について、専門の方々からお話を伺います。

ハイブリッド

| 日時 3月1日（金） 14:00~16:30 （開場 13:30）

| 場所 ⚫ 会場「大名カンファレンス Link Room 2+3（福岡市中央区大名2丁目6-50）」 または

⚫ オンライン（Zoomウェビナー）

| 次第 開会挨拶

基調講演

公益財団法人福岡アジア都市研究所 理事⻑ 安浦 寛人

「脱炭素社会実現に向けた行動変容を促す仕組みづくりについて」
～ 持続型社会構築の視点から ～

九州大学 大学院人間環境学研究院 教授 住吉 大輔 ⽒

講 演

講 演

トークセッション
（質疑応答）

「再生可能エネルギー発電事業への取組みについて」
九電みらいエナジー株式会社 経営企画部門 経営企画部⻑ 能見 正昭 ⽒

「今、私たちの未来のためにできること」
～ 「脱炭素社会」の実現に向けて ～

福岡市環境局 脱炭素社会推進部脱炭素社会推進課⻑ 田尾 幸一朗 ⽒

「ゼロカーボンシティ福岡」の実現に向けて

モデレーター：住吉 大輔 ⽒

パネリスト ：能見 正昭 ⽒、田尾 幸一朗 ⽒、

九州大学 大学院人間環境学府空間システム専攻 何 清怡 ⽒

(公財)福岡アジア都市研究所 研究主査 山田 美里

| 主催 公益財団法人福岡アジア都市研究所

| 共催 福岡市 九州大学大学院人間環境学研究院 九州大学人社系協働研究・教育コモンズ

| 後援 公益財団法人 九州経済調査協会 福岡地域戦略推進協議会

一般社団法人 九州経済連合会 福岡商工会議所

ハイブリッド開催（会場・Zoomウェビナー）
• 事前の参加登録が必要です（参加費無料）。

• 会場参加については定員50名とさせていただきます。定員を超えた場合はオンライン（Zoomウェビナー）
でのご案内となります。予めご了承ください。

• オンライン参加いただくにはPC、タブレットなどの端末と、安定したインターネット接続環境が必要となります。

• 事前にZoomアプリ（無料）のインストールが必要です。 https://zoom.us/download
PC（Windows、Mac）の場合は、ブラウザ（Chrome、Safari等）からも参加可能です。

| 参加登録 下のURL、または右の二次元コードから、参加申込みをお願いいたします。

https://urc.or.jp/r5seminar

※参加方法等については、申込者へ事前連絡します。

| 登録締切 2月28日（水） 定員に達した場合など、登録締切を前倒しする場合があります。
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| 講師

(モデレーター）

住吉 大輔 (すみよし だいすけ)

九州大学 大学院人間環境学研究院 都市・建築学部門教授
2006年九州大学人間環境学府空間システム専攻 博士後期課程
修了（博士（工学）を取得）。修了後、九州大学での学術研究員
を経て、2008年に国立研究開発法人建築研究所の研究員となる。
在任中は建築物の省エネルギー基準のエネルギー計算法構築に取り組
む。2010年に九州大学大学院人間環境学研究院に助教として着任
し、2014年に准教授、2021年に教授となり現在に至る。専門分野は、
建築環境・設備で、都市レベルでのエネルギー計算から人の行動変容
まで幅広く建築エネルギーに関する研究に取り組んでいる。

| 講師

(パネリスト)

能見 正昭（のうみ まさあき）

九電みらいエナジー株式会社 経営企画部門 経営企画部⻑
福岡市生まれ
学生時代は土木工学を専攻
1997年九州電力株式会社入社
水力開発現場、土木建築部門、経営企画部門、原子力発電所など
を経て2022年7月より現職。

| 講師

(パネリスト)

田尾 幸一朗（たお こういちろう）

福岡市環境局 脱炭素社会推進部 脱炭素社会推進課⻑

2004年４月福岡市役所入庁。南区保険年金課、議会事務局調査
法制課、衆議院法制局派遣、港湾局計画課、総務企画局企画調整
部、財政局財産活用課、同局財産管理課の業務を経験し、2022年
４月より現職。

| パネリスト 山田 美里（やまだ みさと）

公益財団法人福岡アジア都市研究所 研究主査

5年間のカナダ留学・就労を経て、外資系ITベンチャー企業にてアプリ開
発に携わる。2012年より福岡アジア都市研究所 情報戦略室の研究
スタッフとして、福岡の都市データおよび国際競争力比較分析調査に従
事。2016-2019年、駐日英国大使館英国政府福岡地域代表。
2020-2021年、ヘルシンキ・ビジネスハブ（現・ヘルシンキ・パートナー
ズ）九州・福岡地域担当窓口。2022年4月より現職。

Facebook
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